
北星まちづくり推進協議会 会議録 令和５年度第１回

議事の内容

1 開会

令和5年 4月 1日付，機構改革により，事務局の所属が「地域まちづくり課」から

「地域活動推進課」へと変更になった旨の説明があり，異動職員による挨拶があった。

会議概要

日時 令和５年５月２２日(月曜日) 午後 6時 30分から午後7時 50 分まで

場所 北星地区センター大ホール

出席者 委員（11名，正副会長以外は 50音順）

中村会長，有田副会長，青塚委員，市川委員，加賀美委員，

佐藤（美）委員，松本委員，三上委員，宮津委員，村田委員，矢三委員

（欠席者 小笠原委員，佐藤（潤）委員，高橋委員，土井委員，竹内委員，

森委員，山田委員）

事務局

地域活動推進課 岩崎次長，小松主幹，谷口補佐，木下主査

会議の公開・

非公開

公開

傍聴者の数 ０名

会議資料 次第

資料１ 北星まちづくり推進プログラム

資料2 令和 5年度北星地域活動計画

資料3 令和 5年度地域活動カタログ



２ 検討事項

（１）令和5年度の北星地域まちづくりについて

資料３「令和5年度地域カタログ」を基に，地域まちづくり推進事業補助金を受給している実

施されている事業について，意見交換が行われた。主な意見は以下のとおり。

【委員】

・携わる業務として東旭川地域で出張児童館を開館している。この児童館開館に際して，学校と

密接に関係しており，関係性の大切さを痛感した。「北の散歩道」環境保全事業に携わっている

が，こちらでは，地域の大人と子どもに密接な関係，繋がりが出来ていて，児童館が両者の間

に入らなくともいいのではと思えるようになった。

・北の散歩道環境保全事業開始のいきさつを伺ったが，市と連携して開始したのではなく，個人

の活動から始まったということを伺い、素晴らしいことだと感じた。

・関与している地域福祉ネットワークでも，令和 5年度は時間をかけて準備をして，何かイベン

ト的なことが出来たら良いと思う。また，他事業と連携や繋がりができるような企画を実施出

来たらよいと思った。

・安心見守り事業の枠外にいるような方々に，福祉の情報を知ってもらうためにも，「やさしい福

祉のまち通信」を全戸配布することは，有意義なことであると感じた。

・福祉に対する活動で，自分の地区だけの活動に終わらず，地区外でも活動できるような事柄が

ないかを模索している。北星まちづくり地域福祉ネットワークでもイベントを計画している。

こういったことも含めて，福祉の活動がもっと明るい感じになればと願っている。

・ここ数年はコロナ禍もあり，机上の活動が多かった。昨年度，北星6地区防災フェアが開催さ

れた際，多くの人が集まって，楽しそうな雰囲気だったことが印象深かった。「北の散歩道」環

境保全事業で開催したハロウィンイベントでは，約250名の方々が，北の散歩道にお集まりく

ださり，驚いた。こういった形のまちづくりを，実行委員会で開催できるということを知るこ

とが出来た 1年間だった。

・昨年度の北星 6地区防災事業，「北の散歩道」環境保全事業を見ていて，こういった場に高齢者

がどんどん出て行って，多世代交流をとることが出来たら良いのではと感じました。

・普段は高齢者に携わる仕事をしているので，事業時は子どもたちと接する機会が多く，新鮮な

気持ちで参加している。まちづくりや地域活性化を考えた際，高齢者のみでも，子どものみで

もうまくいかないのではと強く感じたので，今後は世代間交流を意識して取り組んでいきたい

と思う。

・正直な話，所属団体から北星まちづくり推進協議会委員へ推薦されたという理由で，この場参

加している。前委員との引き継ぎもなく，状況わからずで委員へ就任した。皆様のお話を伺っ

て感じたことは，各地区だけで活動する以外にも，他地区と連携することも大事なのではと。



そうすることで，各地区の良い部分を学ぶことができ，より良い事業実施へと繋がると感じた。

所属団体のメンバーとも共有していきたい。

・明るい活動は大切だと思う。単身高齢者の方に外に出ていただけるような場を創出する。世代

間交流は，ちょっとした知恵で進むのではないか。北の散歩道が，小学生と高齢者が交わる場

になれば良いと思う。

・旭川の母親は忙しく，子どもと共にいることが出来る時間が少ないように思う。また，学校で

の教育体制も弱くなってきているような感じがする。こういったことから，自身が活動するこ

とで，子どもの教育という面で地域に貢献していきたい。

【会長】

・何かに取り組むのであれば，楽しく，無理せず，自分のできる範囲で行うことが大切だ。どん

どん活動に参加することで，事業の雰囲気を味わっていただきたい。行動を起こす時は起こす，

駄目なときは何もしないとかいうメリハリもあってもいいのでは。取り組む必要があるなら，

仕方なしじゃなく，楽しく取り組んだ方が良いのでは。また，皆様に御協力をいただきながら、

活動に取り組んでいきたい。

３ その他

事務局から、次の２点について説明があった。

１、地域まちづくり推進協議会「YouTube アカウント」について

２、各実行委員会活動への協力について

４ 閉会


